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児童 ・ 生徒の思いに寄 り 添っ た学校づ く り に取 り 組む
教員集団に関する研究

- rA型小中一貫教育」 を通してー

坂本理華子

Developing Teach町ぜ Com.mu凶ty that Cultivates School Considering Student's Feeling: 

Through A -Style Educ凶.on叫 Continuity from pri皿ary 也rough Junior High Sch∞1 Leve1s 

R也ako SAKAMOTO 

1 研究の 目 的

本研究の 目 的は、 A市小中一貫教育 ( rA型小 中一貫教育J ) の B 中 グループ ( B 中 、 C 小、 D

小) が抱 える 課題の解決や、 強みを活かすための具体的な方策について、 当該グループ校でのア

ンケー ト や 県内外の先進校 か ら 得た情報を基に考察、 実施する こ と に よ り 、 「小中一貫教育を行 う

良 さ を実感 して 取 り 組む教員集団」 づ く り に資す る こ と であ る 。

B 中 グループ校は、 A市の 中心部 に位置する 2 小学校、 1 中学校 ( C 小 : 児童数 616 名 D 小 :

児童数 321 名 B 中 ・ 生徒数 478 名 ) か ら構成 さ れて お り 、 施設分離型で小中一貫教育に取 り 組

む。 A市が 2022 年に rA型小中一貫教育」 を完全実施する に あた り 、 第一期ス ポ ッ ト 校のーっ と

して、 2018 年度か ら 2019 年度ま での三年間、 小 中一貫教育の研究指定を受けた。

A市が小 中一貫教育に取 り 組む理由 について、 r A型小 中一貫教育方針J (2017) はつぎの三つ

の視点を挙げて い る 。

( 1 ) 本市の教育の課題 を解決す る 一つの方策 に な り う る。

①子 ど も た ち の学力や体力 の さ ら な る 向上が求め られている。

②中ーギャ ッ プな ど支援が必要な子 ど も た ち が増加 してお り 、 対応が必要 で あ る 。

③小 ・ 中学校に在籍す る児童生徒の減少が急速に進行 してお り 、 対応が必要 で あ る 。

④学校施設の老朽化が進んでお り 、 対応が必要 で あ る 。

( 2 ) 本市を愛 し、 そ の発展を支 える 人材を育成す る ひ と つの方策 と な り う る こ と 。

( 3 ) 本市独 自 の教育改革は、 地方創生 (人 口 増) に つ な が る 可能性が あ る こ と 。

上記 ( 1 ) の② 「中ーギ ャ ッ プ」 については、 中学一年生 に な る と 不登校が増 えた り 、 い じ め

に よ る 重大事態 に かかわ る 事件が増 えた り してお り 、 岡市 に と っ て解決すべき 喫緊の課題のーっ

と さ れてい る 。 他 に も 、 子 ど も た ち の学力 ・ 体力 向上の た め に 、 小 ・ 中学校の教職員が、 互いの

学習内容やそ の指導方法を把握 し、 互いの指導方法 の 良 さ を活か した指導を行 う こ と も 期待 さ れ

て い る 。 ま た 、 A市立小 ・ 中学校の児童 ・ 生徒数が今後減少 して い く 傾向 に あ り 、 小 ・ 中学校の

適正規模化 を 進 め る 必要性や学校施設の老朽化への対応を検討 してい く こ と も 、 小中一貫教育を

推進する こ と への期待の一因 と な っ て い る 。
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2 B中グループ小中-.... 鎗a・・鋼における取組

B中グループは2017年度に小中一貫数脊の強進の隼償金進めた. 本研宛では主につぎの三つ

の取組にかかわった.

付 ) 2017年度目 中グループにおける小中一貫.宵緯温tO.・体制づ〈 り

三役の学校敏育 目標が続ーされたこと を受け、 三校舎同研修会では学習 ・ 研修、 外国籍活動 ・

英語、 総合的な学習の時間、 生活、 生徒指導、 道徳、 特別活動、 特別支援、 保健、 防災害量育、 組

域、 キャ 日 ア教育のグループIこ分かれて r 9 年聞で目指ナ子}:!も像』 について話し合った. また

B中グループにおける 9年聞を見通 した総合的な学習の時間の指型車一覧を作成した.

(2) .肉*tO拳豊島a・

E市立F 中学伎の領事誕からは、 小中合同の研修の進め方とその組織づ〈 引 について学んだ. 京

都市立双山泉小中学俊視=ーからは、 小中学校の数民の授業や各般科の授業をつなぐ 『学びのスタ

シダードJ について学んだ. 京都市立九条中学伎の貌aーか らは、 主体的に取り 組む数民の組織づ

く り について学んだ.

(8) 2011年度目 中グループ小中-..宵1::闘する.民tO._蜜

B 中 グループの職員 94人を対象と して調査を実施した. 回収皐は66.2%であった.

r2017 年度の取り組みは、 児盆 ・

生徒に .!: � て どれく らい成呆があっ

たと.1. う か』 の回答については、rA:

大変あった』 は 6 入、 rB :あった』 は

42入、 r c : あ ま り なかった」 は 11 人、

rD:なかった』 は0人、 rE :費量回答』

は 1 人であった (図 1 参照). 主なJit

S院についての理由は、 rA:子}!もの

心の成長のためにも大切なことであ

る と 感じたJ r B : 子 ど も た ちは中学

に向けて良いイメージを色って過ご

す こ と ができているJ r B :中ーの壁

が低〈なったように思う J r C : 5 、 6

年の外国穏やS年の中学校一日体験

入学など ピンポイ ン ト では小中-J(

のメ 日 ッ トがあったと思 うが、 それ

!J!a・ 5主袋への成果

おまりなかった

161 

7096 

あった

園 ， 2.017 年..員アンケート翁泉

以外ではあま り これまでと変化ない よ う に思 う 」 であった.

以上 ( 1 ) から ( 引 の取組を受付て、 2018年度の B中グループの小中一貫敏脊で除、 『児盆 ・

生徒の思いに寄 り添っ た学校づ く り 仁取 り 組む数民集団の在 り方」 について意醸しながら進めて

い 〈 こ と が必要ではない かという給愉に至った. そこでB中グループにおける 2018 年度の小中
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一貫教育に関する取組において、 本研究 と して、 主につぎの①から ③を意識 し た取組を考 えた。

① B 中 グループの教員同士の話 し合いの充実 (小 ・ 中学校の情報交換を含む) を 図 る 。

②教員の意識向上た め に f B 中 グループ版ス タ ンダー ドJ (以下 f J A T プ ラ ン」 と す る) 作成

に全員 が 関 わ る 。

③児童 ・ 生徒の実態把握 の た め の ア ンケー ト を実施す る 。

上記三つを行っ て い く 上では、 つ ぎの 二つ を心 が け て ア ク シ ョ ン リ サーチ を行っ た。

一つ 目 は筆者が児童 ・ 生徒同士、 教員同士、 学校 と 児童 ・ 生徒、 保護者をつな ぐ役 目 を担い、

つ な が る た め の基盤づ く り をする こ と であ る 。

二つ 目 は B 中 グループの小中一貫教育の推進 に あ た り 「児童 ・ 生徒の不安 を解消す る 」 を重視

し、 B 中 グループの教員 と ビジ ョ ン を共有 し、 取組を進めてい く こ と で あ る 。

3 B 中 グループ小中一貫教育推進噂入期における取組

B 中 グループの小中一貫教育導入期 に あ た る 2018 年度の取組に闘 し、 本研究に関する も の は

6 点 あ る 。 しか し、 こ こ では紙面の都合に よ り 3 点 について述べる こ と と する 。

( 1 )  r児童 ・ 生徒アンケー ト 』 の実施

ア ン ケ ー ト の質問項 目 について は筆者が試案 した も の を基に全教員で検討 し 、 そ の意見を反映

して完成 さ せ、 6 月 に実施 した。 集計結果は、 今年度 B 中 グループ校で作成する f J A T プラ ン」

に反映 さ せ る こ と に した。 ア ンケー ト は、 小学生設問①�@ (内、 ①~⑧は 中学生の質問内容 と

同様) と 記述式、 中学生設問①~⑧ と 記述式で あ る 。 B 中 グループ小学 5 、 6 年生 と 中学 1 、 2

年生、 特別支援学級の児童 ・ 生徒 656 人を対象 と して行っ た。 回収率は 96% で あ る 。 ア ンケー ト

(紙面の都合上、 記述の回答を扱 う ) はつ ぎの よ う な結呆で あ っ た。

「中学校へ入学する こ と に対 して、 不安や 困 っ て い る こ と が あ る 」 の設聞 に記述回答 した児童

は、 5 年生で 16. 4%、 6 年生で 18. 6耳、 特別支援学級で 40目だ っ た。 具体的 に不安を感 じた り 悩ん

だ り し て い る こ と をカ テ ゴ リ ー別に見てみる と 、 「学習 と 人間 関係 (友達 ・ 先輩 ・ 教員) J に対す

る も の が 多 く あ っ た。 「中学校へ入学後、何か困っ た経験が あ っ た 」 の設 問 に記述回答 した生徒は、

1 年生で 11. 1臣、 2 年生で 4. 1臣、 特別支援学級で 5. 5覧だ っ た。 具体的 に困 っ た こ と を カ テ ゴ リ ー

別に見てみる と 、 「友達関係」 についてがほ と ん どで あ っ た。

( 2 )  r J A T プラ ン」 の作成

J A T プ ラ ン を 作成 した 目 的は、 教員、 教科、 学年、 学級に よ っ て や り 方や指導が異 な る こ と

で生 じ る 凸凹 が解消 さ れ、 子 ど も た ち が学びやすい環境にする こ と で あ る 。 つま り 施設分離型で

の小 中一貫教育を推進する には、 児童 ・ 生徒が交流する 取組だ け でな く 、 施設分離の形態であっ

て も 小学校 と 中学校の教員が 同 じや り 方や指導をする た め に指導 目 標等を整 える こ と が必要だか

ら で あ る 。

第 1 、 2 回の合同研修会 の 中 で、 学習 ・ 研修、 外国語活動 ・ 英語、 道徳、 生徒指導、 特別活動、
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J A T プ ラ ン を 作成 した こ と で、 各学年に即 した 目 標 を も と に支援 し よ う と する 意識が職員 に

つ き 、 それが児童生徒に反 映 さ れたのであれば、 少 な か ら ず あ っ た と 思 う J r C : 成果 と して表れ

る ま で には、 も っ と 時聞がかかる と 思 う 」 で あ っ た。 ア ンケー ト 結果か ら 考察す る と 、 7 割以上

の教職員が児童 ・ 生徒に と っ て成果が あ っ た と 感 じて い る こ と が わかる。 昨年度の教職員ア ンケ

ー ト 結果 と 比較 して も 、 少 しずつ小中一貫教育の推進に対 し教職員の意識が変わっ て き た と 言 え

る 。 様々 な取組が B 中 グループの 中で定着 し、 効果が実感でき て い る のではないだろ う か。

本実践研究か ら 考察 し た こ と は以下の 2 点で あ る 。

① ピ ジ ョ ンの共有化を 図 る 。

全員で ピ ジ ョ ンの共有が でき る よ う に、 児童 ・ 生徒ア ンケー ト の結果や小 中一貫教育に関す

る様々 な情報を 「小中一貫だよ り 」 等を活用 して、 教員や児童 ・ 生徒、 保護者に対 し速やかに、

そ して細やかに発信す る。 ま た、 ア ンケー ト か ら得た知見を活か した企画 ・ 提案 をする こ と で、

児童 ・ 生徒の様子が見え る 化 さ れ、 教員 は よ り 成果を捉えやす く な る 。 ま た、 子 ど も た ち も 互

い に 「つな が る 仲間」 と して の意識が高 ま り 、 中 学校へ入学する こ と に対す る 不安が解消 しや

す く な る 。 こ れ ら の一連の流れに よ っ て、 小 中一貫教育 の 良 さ を教員 も児童 ・ 生徒、 保護者も

実感 しやす く な る 。

②誰 に と っ て も必然性の あ る 取組を核に据え、 協働する 「仲間J =チーム と して取 り 組む。

r J A T プラ ン」 の よ う に、 児童 ・ 生徒に対す る 指 導 と して 日 々 活用する も の を全員で作成

する こ と で教員一人ひと り が 「 自 分事」 と して作業に かかわ り 、 協働す る 意識 を持ちやす く な

る 。 他に も B 中一 日 体験入学の授業者や r J A T プ ラ ン」 の グループ長 が一人で抱え込ま ぬ よ

う 、 気持ち に 寄 り 添い、 一緒に練 り 合 う 。 ま た作業を進め る に あた り 、 視察で得た知見や先進

事例な ど参考 に な る 資料を精選 し、 速やかに提供する 。 B 中 グループが 「仲間」 になれる よ う

一人ひ と り をつなぎ、 チームカ を 高 め る 。

引用文献、 主な参考文献
国立教育政策研究所(2016) W国研 ラ イ ブ ラ リ ー小中一貫 [事例編1Jl 東洋館出版

都筑学 (2003) r中学校への進学課程にお け る 子 ど も の意識変化 中学校生活への期待 と 不安の感

情が及ぼす影響J W中央大学教育学論集� 45、 pp. 173-1890

宮家美那子 ・ 宮前淳子 (2009) r教師の視点か ら み た 中 1 ギ ャ ッ プ に 関する研究J W香川 | 大学教育

実践総合研究� 18、 pp. 89-101。

樋 口 直宏 (2015) r小中一貫教育の実践にお け る 児童生徒の意識傾向ー質問紙調査の比較検討ー」

『筑波大学教育学系論集� 39、 pp. 1 ー14。

佐藤憲夫 (2017) r学校不適応 (中ー ギャ ッ プ) 解消 に 向 け て の小中学校連携の試みJ W名 寄市立

大学社会福祉学科研究紀要� ( 7 ) 、 pp. 1ー110

小泉令三 (2010) r “ 中 1 ギ ャ ッ プ" と は何か : 環境移行の観点か ら J W教育 と 医学J 58 ( 3 ) 、 pp. 4ー

1 10 


